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特集：近代化遺産のある風景 
 

★表紙 

余部鉄橋（兵庫県城崎郡香住町）。全長 390m、高さ 41.5m、11 基の橋脚を有す

る日本最大のトレッスル（櫓式）橋で、1912 年、現在のＪＲ山陰本線開通時に

完成した。コンクリート橋への架け替えが着手される一方で、保存が検討され

ている。列車は国鉄時代の 181 系気動車で運用される特急「はまかぜ」(2005

年 8 月、大島登志彦撮影) 

★カラー頁 

近代化遺産のある風景 青木栄一・大島登志彦 

 

★特集 近代化遺産のある風景 
近代化遺産のある景観 青木栄一 

日本の近代化遺産と世界遺産 加藤康子 

近代化遺産を学ぶための文献 青木栄一 

【特集コラム】 

札幌・大通－今も残る明治の街並み 田山修三 

多摩の鉄道跡 山田俊明 

富岡製糸場－群馬県富岡市 今井幹夫 

醸造業の遺産－愛知県半田市 寺本 潔 

集成館事業と市民研究－鹿児島市吉野町 寺尾美保 

明治三大築港事業の遺産－宮城県野蒜・福井県三国・熊本県三角 中川 洋 

 

★連載 

インタビュー 社会で活躍する地理学出身者を訪ねて 9 全日本空輸特別顧問 戸矢博道氏 

 主催・日本地理学会地理教育専門委員会 

座談会 地理教材研究会の歴史を語る 2 地理教材研究会 

イタリアものづくりの都市を訪ねて 18 家具のまち ポルデノーネ 遠山恭司 

地理フォトエッセイ 茅葺き屋根の集落 4 南会津の前沢曲屋集落 穂積修一 

シリーズ世界発見・日本発見 39 大分県竹田市－公共交通機関による市町村役所・役場めぐりの旅 

 児井正臣 

コラム 元気のある商店街 空き店舗のない駅前商店街－静岡・呉服町商店街 野中規夫 

地理だからこそできる授業 10 人種・民族問題を地域から切り込む 相澤善雄 

ひとつの国に多様な世界＝アフリカを調べる 4 

 「緑の蝶」が舞う村－半乾燥地のモパネサバンナに暮らすダマラの人びと 手代木功基 

宇宙から見たユネスコ世界遺産 51 ベネチアとその潟 田中總太郎 

 



★書架 

二谷貞夫ほか編著『「上越教師の会」の研究』 井田仁康 

山田圭一写真・文『空撮 世界の雲の風景』 太田 弘 

佐藤 信著『古代の地方官衙と社会』 小田匡保 

宮口とし迪著『新・地域を活かす』 作野広和 

平川敬介著『600 字で書く文章表現法』 松山 洋 

イアン・ボーデン著／齊藤雅子ほか訳『スケートボーディング、空間、都市』 吉田容子 

蟹澤聰史著『文学を旅する地質学』 向山 栄 

 

★ジオグラファーズフォーラム 

 

★大学で地理学を学ぼう 2007 

 

★情報 

原稿募集／ちょっとお知らせ／次号予告／地理 52 巻総索引 


